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つ
い
て
三
島
市
民
の
関
心
は

そ
う
高
く
な
い
。
緊
急
に
、

広
域
で
行
な
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
行
政
課
題
が
あ
る
わ

け
で
無
し
、多
く
の
市
民
は
、

税
金
が
安
く
な
り
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
向
上
す
る
な
ら
合
併

も
考
え
る
が
、
今
は
、
ど
ん

な
合
併
を
選
ん
で
も
そ
ん
な

可
能
性
は
見
え
な
い
。 

道
州
制
に
現
実
味 

は
あ
る
の
か
？ 

 

今
、
市
町
村
合
併
の
次
は

道
州
制
と
い
う
流
れ
が
意
図

的
に
作
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。財
界
と
政
府
が
推
進
し
、

安
倍
政
権
時
代
に
設
置
さ
れ

た
「
道
州
制
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談

会
」
は
、
今
年
三
月
、
中
間

報
告
を
発
表
し
、
二
〇
一
八

年
度
ま
で
に
道
州
制
の
完
全

実
施
を
掲
げ
て
い
る
。 

ま
た
、
経
団
連
等
は
、
道

州
制
導
入
は
「
究
極
の
構
造

改
革｣

「
わ
が
国
の
統
治
機
構

を
変
え
る
大
改
革
」
と
位
置

づ
け
、
そ
の
基
本
的
考
え
方

は
、
単
に
「
都
道
府
県
の
再

編
」
で
は
な
く
、
国
の
役
割

を
外
交
・
防
衛
な
ど
に
限
定 

 

震
設
計
の
安
全
審
査
は
破
綻

し
て
お
り
、
老
朽
化
し
た
浜

岡
原
発
に
東
海
大
地
震
が
襲

え
ば
、
東
海
・
関
東
一
円
、

予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
被

害
が
出
る
と
警
告
し
た
。 

ま
た
、
原
発
を
今
す
ぐ
止

め
て
も
、
需
要
は
現
有
の
水

力
・
火
力
発
電
設
備
で
十
分

賄
え
る
と
指
摘
し
、
資
源
的

に
も
ウ
ラ
ン
資
源
は
化
石
燃

料
よ
り
早
く
枯
渇
す
る
と
の

こ
と
。
原
発
は
「
温
暖
化
」

対
策
に
有
効
だ
と
の
考
え
が

あ
る
が
、
発
電
過
程
で
Ｃ
Ｏ

２
の
排
出
が
少
な
い
だ
け

で
、
ウ
ラ
ン
採
掘
、
原
発
建

設
、
廃
棄
物
処
理
を
含
め
る

と
比
較
に
な
ら
な
い
。 

量
で
も
、
あ
る
一
定
量
以

下
な
ら
安
全
と
い
う
も

の
は
無
い
と
断
言
。 

 

更
に
、
昨
年
七
月
、
中

越
沖
地
震
に
よ
る
柏

崎
・
刈
羽
原
発
震
災
に
つ

い
て
、
電
力
会
社
は
「
予

想
を
超
え
る
地
震
だ
っ

た
」
と
言
う
が
、
Ｍ
六
・

八
で
決
し
て
大
地
震
で

は
な
か
っ
た
の
に
、あ
れ

だ
け
の
被
害
が
出
た
。
耐 
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│
│ 

十
月 

│
│ 

 

表
情
が
語
る
ロ
シ
ア
の
革
命
期
無
声
映
画<

十
月> 

の
レ
ー
ニ
ン 

 

科
白
な
き
画
面
が
は
る
か
な
時
を
経
て
今
に
伝
え

る
十
月
革
命 

│
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン<

十
月>

を
見
る
│ 

 

ヤ
ン
ソ
ン
ス
の
指
揮
棒
空
に
と
ど
め
さ
し<

革
命> 

終
楽
章
高
ら
か
に
鳴
る 

 
 
 
 
 
 
 

│
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー<

革
命>

を
き
く
│ 

 

コ
ス
モ
ス
が
風
に
揺
れ
お
り
野
の
は
る
か
果
て
に 

彼
岸
は
静
か
に
あ
る
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浅
野 

和
子 

  
 

│
│ 

時
事
川
柳 

│
│ 

 

解
散
と
秋
刀
魚
の
煙
匂
う
秋 

 

宮
崎
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
そ
の
ま
ん
ま 

 

天
引
き
は
振
り
込
め
詐
欺
の
感
じ
で
す 

 

宵
越
し
の
銭
を
溜
め
込
む
地
方
自
治 

 

空
港
に
仁
王
立
ち
し
て
拒
む
樹
々 

 
不
手
際
を
血
税
で
消
す
着
地
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

板
倉 

毅
武 

 

問
。
④
裁
判
官
が
事
前
に
資

料
を
選
び
、
お
膳
立
て
し
て

誘
導
す
る
危
険
も
あ
る
。
⑤

裁
判
員
が
メ
デ
ィ
ア
の
事
前

報
道
に
流
さ
れ
ず
、
供
述
書

を
批
判
で
き
る
か
疑
問
。
⑥

法
廷
は
被
告
へ
の
反
発
や
被

害
者
へ
の
同
情
の
場
で
は
な

く
国
家
秩
序
の
維
持
が
目
的

だ
が
、
情
緒
的
な
市
民
が
そ

れ
を
理
解
で
き
る
か
？
⑦

〈
市
民
参
加
〉
の
体
裁
が
誤

判
を
正
当
化
し
て
裁
判
批
判

を
妨
げ
な
い
か
。
司
法
の
民

主
化
＝
民
衆
の
司
法
監
視
に

逆
行
し
な
い
か
。
⑧
判
断
が

難
し
い
刑
事
裁
判
で
な
く
、

市
民
が
日
ご
ろ
接
す
る
民
事

裁
判
か
ら
開
始
す
べ
き
だ
。

⑨
裁
判
員
は
量
刑
に
加
わ
る

べ
き
で
な
い
。
―
―
な
ど
、

実
に
問
題
の
多
い
制
度
だ
と

い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
っ

た
。 

 
 

 

（
鳥
越
九
郎
） 

 

護
士
連
合
会
は
、
最
初
は
こ

の
司
法
制
度
改
革
に
賛
成
だ

っ
た
が
、
当
の
裁
判
官
や
検

察
官
た
ち
は
現
行
の
刑
事
裁

判
に
問
題
は
な
い
と
の
認
識

だ
っ
た
。
し
か
し
「
と
も
か

く
実
施
を
」
と
日
弁
連
は
彼

ら
に
妥
協
し
、
そ
の
結
果
と

し
て
小
泉
政
権
下
の
官
僚
に 

       

利
用
さ
れ
、
求
め
て
い
た
陪 

審
制
は
裁
判
員
制
度
に
す
り

替
え
ら
れ
た
。
焦
点
だ
っ
た

裁
判
員
の
人
数
も
、
裁
判
官

三:

裁
判
員
六
と
な
っ
た
。

諸
々
の
規
制
緩
和
と
同
じ

く
、
小
泉
改
革
の
ツ
ケ
で
あ

る
。 

 

と
こ
ろ
で
陪
審
制
（
上
映

中
の
Ｒ
・
ロ
ー
ズ
原
作
「
十 

陪
審
制
を
求
め
て
い
た
弁
護

士
た
ち
が
今
、
裁
判
員
制
度

に
反
対
し
て
い
る
。
何
故
な

ん
だ
？ 

 

そ
ん
な
折
、
大
社
町
の
成

真
寺
で
〈
司
法
試
験
の
カ
リ

ス
マ
〉
伊
藤
真
さ
ん
の
講
演 

を
聴
い
た
。
ビ
ッ
ク
リ
し
た

の
は
、
こ
の
制
度
が
ア
メ
リ 

       

カ
の
規
制
緩
和(

構
造
改

革
・
市
場
開
放)

要
求
の
圧
力

を
受
け
、
九
〇
年
代
に
導
入

が
決
ま
っ
た
と
い
う
点
だ
。

憲
法
９
条
改
訂(

改
悪)

と
同

じ
く
、
こ
れ
も
ア
メ
リ
カ
の

圧
力
だ
っ
た
と
は
！ 

 

冤
罪
を
な
く
す
た
め
に
陪

審
制
を
求
め
て
い
た
日
本
弁 

    

す
る
。
裁
判
員
に
指
名
さ
れ

た
ら
拒
否
で
き
な
い
と
い
う

が
、
私
は
大
い
に
期
待
し
て

い
た
。
五
〇
年
前
、
静
岡
県

は
「
冤
罪
銀
座
」
と
い
わ
れ
、

幸
浦
・
二
俣
・
島
田
・
下
田

な
ど
で
冤
罪
が
多
発
し
、
三

島
の
丸
正
事
件
は
元
被
告
の

死
に
よ
り
未
解
決
で
終
わ
っ

た
が
、
清
水
市
の
二
件
の
う

ち
袴
田
事
件
は
未
だ
に
裁
判

が
続
い
て
い
る
。
冤
罪
が
後

を
絶
た
な
い
。 

 

「
庶
民
の
暮
ら
し
を
知
ら

な
い
エ
リ
ー
ト
裁
判
官
は
冤

罪
を
防
げ
な
い
、
陪
審
員
制

が
必
要
だ
」
と
、
冤
罪
事
件

に
関
わ
っ
た
多
く
の
弁
護
士

が
考
え
た
の
は
当
然
だ
。
私

も
そ
う
考
え
て
裁
判
員
制
度

に
賛
成
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が 

 

 

来
年
五
月

二
一
日
か
ら

裁
判
員
制
度

が
ス
タ
ー
ト 

財界主導・国民不在の道州制論議では困る！ 

広域合併と道州制 
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併
で
平
成
十
一
年
に
三
二

三
二
あ
っ
た
市
町
村
の
数

は
、
十
八
年
に
は
一
八
二
〇

に
ま
で
減
少
し
た
。 

 

〈
大
合
併
の
目
的
〉 

 

合
併
は
、
急
速
な
少
子
・

高
齢
化
、
情
報
技
術
の
高
度

化
、
社
会
・
経
済
環
境
の
変

化
、
車
社
会
の
発
展
に
加

え
、
地
方
自
治
体
の
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
一
層
効
率

的
な
行
政
運
営
を
行
う
た
め 

二
人
の
怒
れ
る
男
」
を
ご
覧

あ
れ
）
で
は
、
裁
判
官
は
評

決
に
加
わ
ら
ず
、
陪
審
員
十

二
人
は
事
件
毎
に
選
ば
れ
、

量
刑
（
刑
の
決
定
）
に
は
加

わ
ら
な
い
。 

で
は
裁
判
員
制
度
は
ど
う

か
。
①
構
成
は
裁
判
官
３
人

と
裁
判
員
６
人
、
裁
判
官
が 

       

評
決
に
加
わ
り
、
裁
判
員
が

誘
導
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
。 

②
６
人
を
最
終
的
に
選
ぶ
の

は
裁
判
官
だ
が
、
御
し
易
い

裁
判
員
が
選
ば
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。
③
判
決
後
も
評
議

の
守
秘
義
務
が
あ
る
が
、
誤

判
と
思
う
場
合
に
自
分
の
考

え
を
発
表
で
き
な
い
の
は
疑 
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裁
判
員
制
度
と
は
？ 

ア
メ
リ
カ
の
圧
力
で
始
ま
り
、
問
題
だ
ら
け
！ 

      

一
〇
月
二
十
二
日
（
成
真
寺
） 

伊
藤
真
さ
ん
の
講
演
を
聴
い
た
！ 

 
 

〈
平
成
の
大
合
併
〉 

平
成
七
年
に
合
併
特
例
法
が

改
定
さ
れ
、
合
併
特
例
債
制
度
、

市
や
政
令
指
定
都
市
へ
の
移
行

で
、
人
口
要
件
緩
和
等
に
よ
り

合
併
論
議
が
加
速
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
地
方
交
付
税
の
削
減
で

一
層
拍
車
が
か
け
ら
れ
た
。 

合
併
特
例
債
は
、
合
併
後
の

事
業
等
に
つ
い
て
、
合
併
後
十

年
に
限
り
、
借
り
入
れ
で
き
る

地
方
債
で
、
元
利
償
還
金
の
七

〇
％
を
普
通
交
付
税
に
よ
っ
て

措
置
さ
れ
る
と
い
う
も
の
。
こ

の
特
例
債
は
平
成
十
七
年
度
ま

で
の
期
限
付
き
で
、
駆
け
込
み

合
併
が
相
次
い
だ
。 

一
方
、
三
位
一
体
改
革
の
下
、

地
方
交
付
税
が
大
幅
に
削
減
さ

れ
、
地
方
交
付
税
へ
の
依
存
度

が
高
い
市
町
村
に
は
合
併
へ
の

圧
力
と
な
っ
た
。 

平
成
十
七
年
四
月
、
合
併
新

法
に
移
行
し
、
合
併
特
例
債
は

な
く
な
っ
た
が
、
平
成
の
大
合 

 

先
の
沼
津
市
長
選
は
、
広
域
合
併
推
進
を
公
約
に
掲
げ
た
栗
原
裕
康
氏
が
当
選
し
た
。
元
々
栗
原
氏
は
三
島
市
の
出
身
。

今
ま
で
三
島
市
は
合
併
に
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、
栗
原
市
長
誕
生
に
よ
り
、
今
後
、
沼
津
・
三
島
の
合
併
問
題
は
促
進
さ
れ

る
の
で
は
と
い
う
噂
が
あ
る
。
そ
の
真
偽
は
別
に
、
最
近
、
政
府
、
財
界
、
識
者
等
か
ら
道
州
制
に
つ
い
て
の
話
題
が
に
わ

か
に
活
発
に
な
っ
た
。
今
年
三
月
、
経
団
連
の
ま
と
め
た
「
道
州
制
の
導
入
に
向
け
た
第
２
次
提
言
」
中
間
報
告
で
は
二
〇

一
五
年
に
は
道
州
制
導
入
に
移
行
し
た
い
考
え
の
よ
う
だ
。
そ
こ
で
合
併
問
題
、
道
州
制
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
。 

efefefefefefegef 
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と
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
主

導
に
よ
る
平
成
の
大
合
併

は
、
結
局
の
と
こ
ろ
膨
大
な

財
政
赤
字
を
抱
え
る
政
府

が
、
地
方
を
切
り
捨
て
る
方

策
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

ま
た
、
合
併
に
よ
る
行
政

の
広
域
化
に
よ
り
、
周
辺
部

が
取
り
残
さ
れ
市
民
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
し
た
と
の
話
も

多
く
聞
く
。 

 

現
状
で
は
、
合
併
問
題
に 

Ｊ
Ｒ
の
採
用
差
別
問
題
の 

解
決
を
求
め
る
集
い
！ 

 

十
月
二
六
日
の
原
子
力
の

日
に
、
三
島
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
三
階
研
修
室
で
「
巨
大

地
震
が
原
発
を
襲
う
と
き
」

と
題
し
て
、
京
都
大
学
原
子

炉
研
究
所
の
小
出
裕
章
先
生

に
よ
る
講
演
会
が
行
な
わ
れ

た
。
主
催
は
原
発
震
災
を
防

ぐ
風
下
の
会
。
会
場
は
原
発

震
災
に
関
心
を
持
つ
約
一
〇

〇
名
の
聴
衆
で
埋
ま
っ
た
。 

講
演
の
内
容
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
用
い
た
視
覚
に
訴

え
る
、
大
変
わ
か
り
や
す
い

も
の
だ
っ
た
。 

最
初
に
、放
射
線
の
恐
ろ
し

さ
に
触
れ
、一
九
九
九
年
の
東

海
村
で
の
「
臨
海
事
故
」
を
例

に
、
放
射
線
は
ど
ん
な
に
微 

efefefefefefegef 

楽々パソコン教室（昼の部）ご案内 
毎週水曜 午前１０時から１１時半 

会場：元三島グランドホテル向かい 
     みしま市民新聞事務所２Ｆ 

会費：月４千円、１回千円 
【個別指導対応】 

ワード、エクセル、画像処理、 
ホームページ作成等 
パソコントラブルの相談 

連絡先：055-986-1301（勝俣） 

せ
り
ふ 

く
う 

あなたは人を殺しましたか？ 
   「To End the Misery of Waw」 
～元アメリカ海兵隊員が「ほんとうの戦争を」語る～ 
 
 
 

と き １１月１６日（日）１３時３０分より 
ところ 沼津労政会館３階台ホール 

     【入場無料】 

講演者 アレン・ネルソン氏 

オープニング 三味線演奏 

        沖縄民謡ほか 
主催：ぬまづ憲法９条の会（連絡先：神田 921-7755）
後援：沼津市教育委員会 

アレン・ネルソンさんと共に 
       平和を考える集い 

 三島児童文学を語る会 ３５７回 

１１月例会のお知らせ 
日時： １１月２２日（土） 

１３時３０分～１６時３０分 
場所：三島市大社町防災センター研修室」 

テキスト 「山へ行く一家」 
小出正吾文学全集２巻 P207 
 
今こそ「読み聞かせ」が大事！ 
  家庭で！ 保育園・幼稚園・学校で！  
     児童館で！ デイサービスで！ 

 
事務局 小嶋利信 堀川尚子 山口当子 

TEL ９７１－３３４８(山口) 

○○○自然派ママたちの座談会○○
○ 

司法試験界のカリスマ伊藤真さんによる憲法講座 
今回は「国民投票法」についてのお話です。 

      

第２回 １１／２７（木） 午前１０時～１２時 
会場：成真寺 本堂 
三島市大社町７－５６ 
連絡先：055-975-4740 
 参加費：１０００円 

 伊豆市民劇場 第３１４回例会  

民芸＋無名塾公演 

ドライビング・ミスティジ 
２００９年２月１３日（金） 

開演／18:30 終演／20:15 

作／アルフレッド・ウィリー 

演出／丹野 郁弓 

演出／奈良岡朋子・仲代達也・千葉茂則・長森雅人 

「老いてなお、人が自分らしく生きることの、 

高潔さを描いた、暖かくも美しい感動の作！」 

連絡先：975-5455（事務局） 

三島市大宮町 1-4-30 欅ビル 101 

efefefefefefegef 

 

十
月
二
四
日
、「
Ｊ
Ｒ
採
用

差
別
問
題
の
解
決
を
め
ざ
す

中
央
大
集
会
」
が
日
比
谷
野

外
音
楽
堂
で
開
か
れ
、
三
島

か
ら
も
四
名
参
加
し
た
。 

会
場
は
雨
の
中
、
全
国
か

ら
労
働
組
合
、
支
援
団
体
の

関
係
者
等
、
一
万
二
千
人
以

上
が
参
加
し
た
。 

挨
拶
し
た
国
労
、
高
橋
伸

二
委
員
長
は
、
七
月
の
鉄
建

公
団
訴
訟
、
控
訴
審
で
東
京

高
裁
裁
判
長
が
話
し
合
い
解 

来
る
総
選
挙
で
の
野
党
勝
利

を
訴
え
た
。 

政
党
か
ら
は
社
民
、
民
主
、

共
産
の
野
党
３
党
国
会
議
員

が
あ
い
さ
つ
し
た
。 

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田
慧

さ
ん
は
、
一
〇
四
七
人
の
ク

ビ
切
り
以
来
、「
不
当
労
働
行

為
は
日
本
列
島
を
覆
い
尽
く

す
よ
う
に
な
っ
た
」
と
指
摘

し
、
労
働
運
動
の
再
生
を
訴

え
た
。
そ
の
後
、
銀
座
の
街

を
デ
モ
行
進
し
終
了
し
た
。 

小
出
裕
章
氏
講
演
会 

     
      

 

巨
大
地
震
が
原
発
を
襲
う
と
き  

10/26 
し
、
道
州
制
に
よ
っ
て
中
央

集
権
体
制
を
解
体
し
て
、
東

京
一
極
集
中
を
排
し
「
分
権

型
国
家
」
に
す
る
と
い
う
。 

そ
し
て
、
地
方
の
経
済
と

行
政
を
「
広
域
経
済
圏
」
と

し
て
再
組
織
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
な
か
で
、
日
本
の
、

国
際
競
争
力
の
維
持
・
拡
大

を
め
ざ
す
と
い
う
。 

 

し
か
し
こ
れ
は
、「
地
方
分

権
」
の
名
の
下
に
政
府
・
財

界
の
側
か
ら
、
行
き
詰
ま
っ

た
日
本
の
社
会
・
経
済
構
造

を
上
か
ら
再
編
し
大
改
造
し

よ
う
と
す
る
も
の
だ
。 

ま
た
、
道
州
制
の
導
入
は
、

国
家
行
政
の
役
割
を
縮
小

し
、
国
民
の
福
祉･

教
育
・
医

療
な
ど
に
関
わ
る
国
家
責
任

を
大
き
く
後
退
さ
せ
る
も
の 

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
社
会
保

障
が
な
く
、
憲
法
二
五
条
の
、

国
民
が
健
康
で
文
化
的
な
生

活
を
営
む
権
利
を
保
障
す
る

国
の
義
務
が
な
く
な
る
。 

道
州
制
は
、
市
町
村
の
さ

ら
な
る
大
再
編
を
推
し
進

め
、
地
方
自
治
体
が
住
民
か

ら
遠
い
存
在
に
な
る
。
ま
た
、

国
及
び
都
道
府
県
の
一
層
の

ス
リ
ム
化
が
行
な
わ
れ
、
広

域
化
に
よ
る
住
民
生
活･

地

域
の
切
捨
て
と
地
域
格
差
の

拡
大
が
更
に
進
行
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。 

当
然
、
法
体
系
も
大
幅
な

変
更
が
求
め
ら
れ
、
上
か
ら

の
大
改
革
と
し
て
、
憲
法
改

悪
と
一
体
の
流
れ
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

１０／２４ 
決
を
提
案
し
た
と
報

告
。
直
後
に
、
当
時

の
冬
柴
鉄
三
国
土
交

通
相
が
「
そ
の
努
力

は
す
べ
き
」
と
前
向

き
の
姿
勢
を
示
し
、

今
、
解
決
の
機
運
は

高
ま
っ
て
い
る
と
強

調
し
た
。
ま
た
、
解

決
の
流
れ
を
決
定
づ

け
る
も
の
と
し
て
、 

１０・２４東京日比谷野音 


